
◆ 応募期間：2024年7月1日～8月31日

◆ 応募総数：2,823句

厳正なる審査の結果、入選11句が以下のとおり決定致しました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

★最優秀賞★　(1句)

『デコとデコ合わせて母の微熱診る』 （徳島県・青メダカ　様)

【最優秀句の講評】　選者：八木　健

母親がどうも熱っぽい。

体温が気がかりだが体温計で測ったりはしない。

自身のおでこをあててみれば一番よく分かる。

子どもの頃に母親にしてもらったやり方である。

人間の肌感覚に勝るものはない。

★優秀賞★　(10句)

　 『親だもの介護じゃないよ感謝だよ』 （愛媛県・ひめ　様）

『ほどほどが持続可能な介護かな』 （埼玉県・宮ちゃん　様）

『母の味継いで介護の膳に盛る』 （大阪府・小桜なちゅちゃん　様）

『繰り返し聞いて忘れる母が好き （福島県・やんちゃん　様）

『かまんのよ忘れても母ちゃんじゃけん』 （愛媛県・ミチ　様）

『力まずに手抜き息抜き介護術』 （群馬県・風まかせ　様）

『女子会の開催場所はデイサービス』 （愛媛県・ぷりん　様）

『その話さっきも聞いたが面白い』 （石川県・大倉　様）

『銀杏降る車椅子の速度ゆるめる』 （京都府・ひろ　様）

『ぢいちゃんは昔ロカビリ今リハビリ』 （愛媛県・酔軒　様）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2024年11月吉日

一般社団法人愛媛県法人会連合会

働く家族の介護力強化事業

「介護川柳」入選句のお知らせ

たくさんのご応募、誠にありがとうごさいました。

データやエビデンスが最も重要なもののように言われる昨今だが、


